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番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策

１

主体的に学び何
事にも積極的に
取り組む生徒を
育成する。

①授業規律、自主的な学習習
慣確率を目指した授業改善を
推進する。

②教育活動の様々な場面で
Chromebookを活用し、情報活
用能力を培うとともに主体的
な学びを喚起する。
学習の継続性、学び方の工夫
を身に付けていくために、生
徒手帳や学習支援アプリを活
用した学習状況の可視化、振
り返り改善を促進していく。

①

②

Ｂ

①

②

生徒が何を学習すればいいか、どう続けていくかを具体
的にサポートしていく必要がある。進路実現に向け継続
的に積み上げていく学習を習慣化させる、検定試験に挑
戦する等、具体的に目標を持たせ取り組んでいくための
工夫が必要である。
生徒アンケートの結果では、授業の進度は、良い点と改
善点の両方で挙げられていた。生徒の理解度をきめ細や
かに把握し理解度に応じた支援を行う必要がある。学習
支援アプリ（ロイロノート）等を活用した、リアルタイ
ムでの学習状況の把握をしていく。
学習時間を含む生活習慣の可視化は、個人の端末（ス
マートフォン等）で行っている生徒も多い。これらも活
用した、効果的な方法を検討していく。

・

・

・

ICTの手軽さ・速さ・便利さといった利点を生か
し、さらに活用を進める必要がある。一方で、生
成AIの不適切な利用などのリスクも存在するた
め、使用目的や使用時間を明確にした上で適切に
活用していくことが求められる。
自主学習時間が増えることよりも、目標を定め
て、学びへの意欲が高まり自ら取り組んでいる
か、を目指していくほうが良いのではないか。
生徒は、小中学校時代にICTに親しんでいる世代
なので、アプリ等の活用は手慣れていると考えら
れる。生徒と一緒に活用を考えていくような取組
でもよいのではないか。

以上より、達成度Ｂは適切である。さらなる改善
に向けて取り組んでほしい。

２

生活習慣を整
え、自律的、主
体的に行動でき
る生徒を育成す
る。

生徒の個別の事
情等に配慮し、
生徒に寄り添っ
た適切な指導を
行う。

①集団生活において時間を遵
守することや身だしなみを整
えることの重要性を、日ごろ
の教育活動を通じ理解させ
る。

②生徒に寄り添い得た情報を
委員会・全職員で共有し学校
全体での組織だった取組をさ
らに推進していく。

①

②
Ｂ

①

②

生活習慣を整えることで、学習の習慣化にもつながって
いくと考えられる。生活習慣全般を整えていくための一
歩としても引き続き、生徒個別の指導を行っていく。
学校生活や行事等では事前指導を丁寧に行うことで、集
団ルールや公共マナーを守った行動をとることができて
いる。このように、機会を捉えた指導を引き続き行い、
家庭にはその様子を伝え共通認識を図っていくことで、
生徒の社会性や公共性を育んでいく。
今年度の教育相談委員会では、学年担当を１名から２名
に増やした。相談件数増となったが増員のおかげで学年
等との連絡調整もスムーズにできた。しかし、生徒・保
護者のニーズはさらに多様化している。保護者向け研修
会や、メンタルヘルスに関する全校生徒向け講演会など
を企画していく。

・

 
・

・

生徒支援への様々な取組を工夫し行っているとこ
ろは評価できる。安心して学校生活を送れるよ
う、取組を続けていただきたい。
服装規定を含む校則のあり方については、生徒た
ちの間で多様な意見がある。今後も継続して意見
交換の場を設けてほしい。
遅刻者の頻度・程度などにもよるが、実態に応じ
て指導をしていただきたい。

以上より、達成度Ｂは適切である。さらなる改善
に向けて取り組んでほしい。

３

生徒が目標を持
ち、自らの進路
実現に向けて主
体的に取り組む
ことを目指した
指導をより一層
推進する。

①生徒の進路意識醸成のた
め、保護者のための進路講演
会の企画・立案や個に応じた
的確な情報提供等による継続
的な支援を行う｡

②進路対策セミナーの効果的
な実施や外部模試・各種検査
の活用により、生徒の自己理
解促進や、目標達成に向けた
意欲喚起を図り進路実現につ
なげる。

①

②
Ａ

①

②

生徒アンケートでは、指定校・総合型選抜での入試を希
望する（３年生はこれにより決定した）生徒が68.3％で
あった。
希望する進路先に応じた対策を早期から進めていくため
には、引き続き、担任・進路指導部教員による進路相談
を充実させていくとともに、ガイダンスによる全体指
導、面接による個別指導を計画的に行っていく。
変化する入試制度に対応していくためにも、進路に関す
る職員研修会を引き続き開催し、教員の指導力向上を図
る。
また、Chromebookを活用していくことで、進路情報の提
供、オンライン指導を活用した指導の充実を図り、さら
に、進路相談が進まない生徒へのアプローチに活かして
いく。

・

・

・

進学セミナーなど、要望に応える形で補習体制を
整えてきたことは評価できる。
指定校推薦、総合型選抜等ですでに決まった生徒
も多いということだが、入試制度もめまぐるしく
変わっており、入学後に、基礎学力に差があり、
講義等に後れを取る場合もあると聞くので、入学
後を見据えた学習指導をしてほしい。
大学に行きたい、だけでは将来のキャリア像に結
びつくわけではないので、どんな職種をめざした
いのか、までをイメージできる進路指導をしてい
ただきたい。

以上より、達成度Ａは適切である。明らかになっ
た課題の解決に向けて一層取り組んでほしい。

４

本校での様々な
取組が地域や保
護者との協力に
より充実したも
のとなり学校の
活性化につなげ
る。

①ホームページの更新回数や
掲載量を増やし、内容充実と
迅速な情報発信の機会とす
る。

②学校行事等で地域や小・中
学校と交流する取組を促進す
る。

①

②

Ａ

①

②

学校の情報を積極的に発信していくためには、今後は動
画配信やＳＮＳ等の活用も検討していく必要がある。
地域からは、市内の行事やイベントへの参加依頼を多く
いただいている。生徒会や部活動をはじめとする、南稜
生の活躍の機会と捉え取り組むとともに、外部にPRして
いく。南稜高校の魅力である、国際理解教育の取組をさ
らに充実させたい。
様々な学校行事において、地域関係者・保護者からの見
学・来校の要望が出ている。校内安全体制に配慮し、学
校開放日の拡大を検討する。

・

・

・

説明の中で、中学生の志願倍率が安定している、
という説明があったが、それは評価として挙げて
もよいのではないか。他校にはない部活動がある
ので入学する生徒もいるということなので、上手
にPRして注目してもらえる学校にしてほしい。
SNSの導入も視野に入れているということだが、
デジタルタトゥーとなってしまう恐れもあるので
慎重に行ってほしい。
PTA役員の立場としては、PTAの情報を発信してい
く場としての活用もぜひお願いしたい。

以上より、達成度Ａは適切である。明らかになっ
た課題の解決に向けて一層取り組んでほしい。

①ホームページ等で継続的に情報を発
信し、閲覧回数が昨年度より同等かそ
れ以上となったか。

②地域との交流の機会が増え、学校行
事や部活、特別活動等で連携を進め、
より充実させることにつなげることが
できたか。
学校公開日・学校説明会、学校行事等
での参加者が昨年度に比べ増加した
か。

ホームページの写真の掲載数を増やし、学校行事
や部活動、授業の様子を積極的に発信した。1/13
現在、閲覧回数は100万件超、記事掲載数は178件
（昨年度比約1.2倍）であった。
小中学校からの学校訪問を６件受け入れた。進路
出前講座として中学校３校を訪問した。また、教
育関係者や留学生等の校内視察の受け入れを随時
行った。
11月以降の体育館改修工事に伴い、部活動では、
近隣の小中学校体育館に協力を仰ぎ借用し交流す
る機会が増えた。
文化祭、ロードレース大会等の学校行事におい
て、ＰＴＡから運営面での協力を得ることができ
た。

　保護者や地域、卒業生、中
学生に本校の教育活動をホー
ムページ等で情報発信をして
きた。外国語科を併設した本
校ならではの魅力をさらに伝
えていく必要がある。
　保護者・地域と連携した取
組を通して、学校の教育力を
向上させる必要がある。

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標

現状と課題 方策の評価指標

自主学習時間が１時間未満の生徒は、平日79.0
（昨年80.8）％、休日が72.7（同73.8）％と、改
善したとはいえない結果であった。学年ごとの平
均学習時間は、平日・休日とも３年生が最も多
かった。
前向きに授業に取組んでいる生徒は76.3％であっ
た。
Chromebookを活用していると答えた生徒は
75.1％。授業中での活用が最も多くその目的は、
疑問点を調べること、情報検索であった。授業外
での活用機会を増やす必要がある。
自分の学習状況を手帳で管理している生徒は8.1％
と低いが、アプリと併用する等の工夫でうまく活
用できている生徒がいた。

　授業や課題に真面目に取り
組むが、受動的な学びにとど
まり、主体的な学びにつな
がっていない生徒もみられ
る。
　多くの生徒が部活動や学校
外での活動に取り組み活動的
に過ごしている一方、授業や
補習以外の学習（家庭学習
等）をほとんど行っていない
生徒も多く、継続した学習の
習慣化が課題である。

　落ち着いた学校生活を送っ
ている生徒が多いが、朝学習
の遅刻、整容の乱れや登下校
時の言動、交通マナー違反等
で指導を要する生徒がおり、
生徒自身の生活の乱れにつな
がっている。
　コミュニケーションが苦
手、人間関係に思い悩むなど
が原因で精神不調をきたし、
学校を休んでしまう生徒がみ
られる。

①進路講演会・説明会等進路行事の実
施状況とその満足度。
進路のてびき、進路通信等を活用し、
最新で有用な進路情報を保護者に提供
できたか。
教員向け進路説明会、研修会等に積極
的に参加したか。

② 生徒の進路意識向上とともに、主
体的に進路実現に向けた行動ができて
いたか。
外部模試、各種検査の実施状況。

学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和８年１月２７日

学校関係者からの意見・要望・評価等評価項目の達成状況

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

年　度　評 価（１月１５日 現在 ）

不十分(４割未満)

達
成
度

　※　重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※　番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

令 和 ７ 年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 埼 玉 県 立 南 稜 高 等 学 校 ）             s 19

目指す学校像
明るく伸びやかな校風のもと、主体的に学ぶとともに、豊かな心と国際感覚を育み、希望する
進路を実現する学校

重　点　目　標

 １　自発的な学習習慣の確立
 ２　教育活動全般を通じて自律的、主体的に行動できる生徒の育成
 ３　キャリア教育のさらなる充実と、入学時からのキャリア教育の推進
 ４　家庭・地域との幅広いネットワークづくりと、学校からの情報発信体制の充実

ほぼ達成(８割以上)

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)
　出席者　学校関係者　　  ２名
　　　　　生徒　　　　　２０名
　　　　　事務局(教職員)１０名

生徒向け進路ガイダンスは各学年３回、保護者向
け説明会は各学年１回開催した。加えて、定期的
に進路通信を発行し、進路情報の提供に努めた。
保護者の進路指導満足度は、67.0％が肯定的な回
答で、多かった理由は担任、進路指導部との個別
相談を挙げていた。
生徒が進路指導充実を求める内容は、個別指導で
あった。この点は生徒・保護者のニーズが一致し
ている。
教員向け進路セミナーで得た情報を基に進路指導
主任が職員研修を開催した。
1/13時点の進路決定生徒は205人（うち大学・短大
166人、専門学校35人）。
Chromebookを活用した進路情報提供、リモート指
導を積極的に取り入れ個別指導の充実を図った。
進路対策セミナーには４割の生徒が参加してい
る。参加者の91.4％から満足であったと回答が得
られた。セミナーの機会を増やしてほしいという
要望も多く挙げられた。

　キャリア教育指導計画のも
と、進路実現に向けた系統的
指導を行っているが、入学後
早期からの行動喚起につな
がっていない。

　思考力や判断力、コミュニ
ケーション力等、進学・就職
後に社会で求められる力も多
様化している。学習面・生活
面でねらいを持ち効果的な指
導を行っていく必要がある。

遅刻（朝学習時間への遅れ）は一定数存在してい
る。遅刻者への継続的な個別指導により、改善の
兆候がみられている。
地域からは登下校時の行動や自転車乗車の際のマ
ナーについて指導の要請があった。蕨警察署と連
携した交通安全教室、生徒指導主任による自転車
マナーアップ講座等を企画し実施した。
定期的にＳＣ面談日を設定し、1/14までに生徒・
保護者相談件数は89件であった。
「心のアンケート」を３回実施。生徒状況の把握
とサポートを行った。
メンタルヘルスに関する講演会を、１年生徒（２
回）、教員（１回）実施。
10月に特別支援コーディネーターを招聘し生徒支
援についてアドバイスを受けた。

①遅刻者が減少したか。地域・保護者
や諸機関等からの生徒情報を積極的に
収集し、対応できたか。

②適宜、生徒情報やＳＣの介入状況等
を全職員に共有し、生徒支援をより推
進することができたか。
特別支援コーディネーターや市の精神
保健専門家、県生徒指導課等との連携
を深め適切にサポートを実施したか。

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

①与えられた課題や復習等に取り組む
時間を含め、授業・補習以外での学習
時間が増加したか。

②生徒がChromebookを有効に活用でき
ていると実感しているか。授業内外で
Chromebookを活用した場面が増えた
か。
自己の学習状況を振り返り、今後の生
活改善につなげようと努力する生徒が
増えたか。


